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研究成果の概要（和文）：生物の摂食行動は脳神経系から作られるホルモンにより制御されていることが知られ
ている。ところが、「何を食べるか？」という問いには科学は答えを出していない。そこで、生物が何を食べる
か？という本能行動を、昆虫を使って追究することにした。対象は、フタホシコオロギを使った。この種で、栄
養分選好性行動の解析法のインフラを整えた。また、脳神経ホルモン類が摂食を制御し、脂肪組織などの末梢組
織の代謝系がそれを修飾していることが分かった。さらに、ホルモンが作り出すネットワークをグラフ化し、そ
の評価系の基礎を構築した。本研究の延長上で、ホルモンネットワークを評価系による、行動予測が可能になる
と考えられる。

研究成果の概要（英文）：Animal feeding behavior is controlled by bioactive factors and hormones from
 brain and central nervous system. So far, scientists, however, have not answered the question "What
 to eat?" We are addressing such instinctive behavioral mechanisms using an insect, the two-spotted 
cricket. Infrastructure for analyses of nutrient preference behavior has been generated as well as 
techniques of molecular biology. We now know the fact that hormones can regulate the systems of 
feeding behavior and that metabolisms in the peripheral tissues such as adipose tissue can modify 
them. Further, we depicted the network constituted by hormones, implying that we are now ready to 
obtain the evaluation system for the network constituted by hormones and metabolisms. Based on the 
current research, we hope that the behavioral prediction counted by the evaluation system of hormone
 network is upcoming in the near future.

研究分野：昆虫生理学

キーワード： 昆虫　摂食行動　ホルモン　ネットワーク

  ３版

平成



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
高等生物で、一般的に認められる栄養分選
好性摂食行動（Self-selection）は、1938 年
に提唱されて以来、生理学的な知見のみで、
分子レベルでの解析は行われていなかった。
また、本研究で用いたフタホシコオロギ
Gryllus bimaculatusでの、行動解析および
内分泌系のインフラは整っていない状態で
あった。 
さらに、内分泌系のネットワーク構造はこ
れまでにも長く示唆されていたものの、本研
究以前の前例がない。 
 
２．研究の目的 

 
生物で認められる栄養分選好性摂食行動
（Self-selection）は、1938 年に提唱されて
以来、分子レベルでの解析は行われていない。
そこで、本研究ではこの本能的な行動を、昆
虫を用いて明らかにすることを最終目的と
した。ここでは、脳神経系の内分泌系および
代謝系のネットワーク解析を行うことでア
プローチすることを目的とした。 
なお、実験昆虫としては、フタホシコオロ
ギ Gryllus bimaculatusを用いることとした。 
 
３．研究の方法 
  
次世代シーケンサーなどを用いて、実験対
象であるフタホシコオロギのRNA-sequence
解析によるデータから、生理活性ペプチドあ
るいは、脳神経系のペプチド性ホルモンを網
羅的に同定することとした。また、その受容
体も同様に同定することとした。 
 一方、行動解析に関しては、ビデオ映像に
よるイメージングを駆使して、多量分析を行
えるように調整することとした。 
 さらに、内分泌系のネットワーク構造を構
築するために、先行研究などを参考にしなが
ら、ネットワークグラフの作成および、その
評価系を数理学的、および生理学的に構築す
ることとした。 
 
４．研究成果 
 
生物の摂食行動は脳神経系から作られる
ホルモンにより制御されていることが知ら
れている。ところが、「何を食べるか？」と
いう問いには科学は答えを出していない。そ
こで、生物が何を食べるか？という本能行動
を、昆虫を使って追究することにした。対象
は、フタホシコオロギを使った。この種で、
栄養分選好性行動の解析法のインフラを整
えた。また、脳神経ホルモン類が摂食を制御
し、脂肪組織などの末梢組織の代謝系がそれ
を修飾していることが分かった。さらに、ホ
ルモンが作り出すネットワークをグラフ化
し、その評価系の基礎を構築した。本研究の
延長上で、ホルモンネットワークを評価系に

よる、行動予測が可能になると考えられる。 
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